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　この４月から留学生センター長に就任した。私の専門

は機械工学なので，専門的には留学生センターとほとんど

関係がなかったが，私個人としては，留学生とかなり長い

交流をもっている。愛知県には，民間のボランティア団体

として愛知県留学生会後援会というのがあり，私は大学

２年生のときから，ほぼ40年間にわたってこの会で留学生

の支援活動を行ってきた。以前，その会を立ち上げた方

たちから伺った話では，愛知県では戦前から一部の教育

関係者と民間のボランティアにより留学生の支援活動が

行われていた。そのころから留学生の部屋探しが一番の

苦労だったようである。このような小さな活動も徐々に組

織的になり，昭和36年に５人の留学生により愛知留学生

会が結成され，その半年後に愛知留学生会後援会が結成

された。なお，名大が国費留学生を初めて受け入れたの

はその数年前であった。後援会は純粋に民間の団体であっ

たが，初代会長に名古屋財界の重鎮であった村岡嘉六氏

が就任し，名大学生部次長の牧島久雄氏が事務局長とな

り，かなり活発な活動が始まった。桜山に名大の留学生

会館が初めてできたのは昭和50年であるから，当時は各

大学には留学生会館なども何もないころである。愛知県

の留学生が数十人から数百人へと移りつつあったこのこ

ろ，この後援会活動は留学生に対してかなり有意義であっ

たと思われる。村岡会長の後，名大の飯島宗一学長に会

長を引き受けていただき，極めてお忙しい中，名古屋を明

るくする会をはじめ，各方面に強力なパイプを作っていた

だいた。しかしその後，バブルの崩壊により企業からの

経済的支援も少なくなり，また留学生数の増大と各大学

における留学生会の結成により，以前のような活動は難し

くなってきたが，各種の交流行事と緊急援助金という経

済的支援を行うことにより，今でもささやかな活動を続け

ている。現在は私がその会長を務めているが，このような

純粋に民間の団体が長期的に活動している例は，全国的

にみてもかなり珍しいものである。学生時代からこれまで

会員として留学生と接してきて，留学生に教えられること

がずいぶんとあった。また留学生は，学生であった私には，

世界政治への窓口でもあった。ベトナム戦争で徴兵され，

実際にジャングルのなかで狂気のようになりながら銃を

とって戦った留学生，サイゴン（現ホーチミン市）陥落で

親との連絡がとれなくなった留学生など，かれらの口から

直接聞く話は，平和ボケした私にはすべて強烈な話であっ

た。それでも，帰国したら国のために働きたいと熱く語る

彼らの姿に強い感銘を受けたことを覚えている。

　さて，センター長としての話に移るが，最近の留学生

政策に一抹の不安，あるいは不満を感じるのは，これま

での私の上記のような経験からくるのかもしれない。日本

の留学生政策として大きな出来事は，1983年に当時の中

曽根首相の発案ではじまった「留学生10万人計画」であ

る。この10万人という数字は，当時のフランスがそれくら

いの留学生を受け入れているのでそれを参考にして決め

たとのことである。しかし，歴史的経緯があり，またそれ

ぞれの社会的，文化的背景のもとに必然的にそのような

数になったであろう他国の数字を，そのまま日本に持って

きてよいのであろうか。このスローガンの結果，政府予算

も増え，また留学生の数も順調に増えて，現在その目標

はクリアされたところである。グローバル化が急速に進ん

だ今，国も大学も企業も当然国際化しなければならない

ので，このような数の増加はある意味では結構なことであ

る。しかし，環境が熟しながら徐々に大きくなっていくの

と異なり，目標値を先に設定するやり方は，教育現場に無

理なひずみを生み，特にそのしわ寄せを受けるのは留学

生自身である。自分の将来を賭けて見知らぬ遠い国へひ

とりで来た留学生に対して，国は，大学は，あるいは社会は，

その責任を十分果たして来たのだろうか。最近のニュー

スによれば，留年した留学生の奨学金をうち切ることが

検討されているそうである。留学生を増やそうとし，その

ため（そうではないことを望むが）たぶん入試のチェック

が甘くなり，その結果大学の講義についていけない留学

生が増え，それをみて，留年したら奨学金をうち切ると言

う流れである。それぞれレベルの異なる中等教育を受け，

アルバイトをしながら，母語に比べたら圧倒的に複雑な漢

字の国で講義を受ける留学生に対して，このようなやり方

は少し酷ではないだろうか。推薦入試で入った日本人の

学生に対しては，高校の物理や数学の補習をもう一度大

学が手取り足取り実施している時代である。結果だけを

留学問題をあらためて考える
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見るのではなく，彼らがなぜそのような事態になったかと

いう過程をまず考えねばならない。そもそも留学生は日本

人の数倍の配慮が必要なものであり，奨学金を支給すれ

ば事足りるものではない。引き受けるからには我々にもそ

れなりの覚悟が必要である。

　少し視点を変えるが，日本を取り巻く国際教育あるい

は国際交流は急激に変化している。これまでのように「ア

ジアの開発途上国から，アジア唯一の経済大国の日本へ」

という留学生移動の構図は完全に崩れつつある。アジア

でも技術的先進国が次々と生まれ，各国は優秀な留学生

の頭脳によって自国の科学技術の発展を計り，また留学

生のもたらす経済的波及効果に注目して留学生獲得に力

を入れる時代である。名古屋駅前にツインタワーができ，

ミッドランドスクエアができて喜んでいるのではあまりに

も心細い。アジアには，あれ以上の超高層ビルが林立し

ている都市がたくさんある。このような国際環境の変化の

中で，これからは “留学生の数”ではなく，“留学生の質”

と“留学生の育て方”の問題を真剣に考えなければなら

ない。

　この目で，日本の現状を見ると全く遅れているようで

ある。まず大学教育でいえば，相変わらずマイクを使っ

た多人数教育，教員の過度な講義負担，定員削減に伴う

研究支援組織の弱体化，厳しい受験から解放されアルバ

イトと遊びに関心が向いた日本人学生，大学あるいは大

学院教育に期待しようとしない企業など，どれをとっても

ゆったりとした時間のなかで研究に没頭し，教員と学生が

密に接触するなかで教育をするという大学の本来の姿か

らかけ離れている。希望をもって留学してきた大学の教

育と研究が期待にはずれたときのむなしさは，想像にか

たくない。 つぎに昔から抱える留学生の住居問題である。

名大ではインターナショナルレジデンスもできたが，留学

生の数の増加がそれを上回り，入居できても半年あるい

は１年で出なければならない。法人化により日本の大学は

経済的力が弱っているので，これから大学の力で留学生

寮を作ることはあまり期待できない。数ヶ月前に，韓国の

KAISTという大学にセミナーに行って来た。ちょうど日

本の東京工大のような理工系の有名大学である。日本か

ら３人の教授が招かれ，３日間の集中講義であった。渡

航費と滞在費はすべて KAIST の負担であり，国内の非

常勤講師の費用ですら切りつめられる日本の大学との違

いがうらやましかった。企業からの支援が大きい大学の

あり方に様々な意見はあろうが，この大学は授業料が無

料で全寮制だそうである。このセミナーでは大学院の学

生に対して講義はすべて英語で行われたが，活発な質問

を英語でつぎつぎとしてくる学生に，少なからずショック

を受けた。この大学では，これから大学院の講義はすべ

て英語で行うという計画をもっているそうである。また，

学生が皆礼儀正しいのも好印象であった。韓国滞在中に

ホテルへの送り迎えなど私の世話をしてくれた学生に出

身地を聞いたらソウルというので，「ときどき家に帰って

あげるとご両親がよろこぶでしょう。」と私の気持ちを反

映して話したら，「うちの両親は，その暇があったら勉強

しろと機嫌が悪いんです。」と答えていた。韓国の厳しい

受験戦争をかいま見るとともに，大学と大学院時代にこの

ような意識をもっている学生を頼もしく感じた。

　ここでメンタルケアについてもふれておきたい。最近，

アメリカのバージニア工科大学で留学生による銃の乱射

事件があった。私が最初に参加した国際会議がこの大学

で開催され，その後もたびたび訪れているので，複雑な

気持ちでこのニュースを見た。アパラチア山脈の中腹に

ある緑豊かで静かなキャンパスは，私が最も好きな大学

であった。この事件が，仮にある特殊な精神障害をもつ

学生による例外的な事件であったにせよ，我々も留学生

に対するメンタルケアの問題も対応策として十分考えて

おかねばならない。言語も慣習も異なる国で，経済的困

難のもとで学ぶ留学生のストレスは，日本人学生の何倍

もの大きさであろう。留学生の数が増えると，孤独のなか

で受けるこのストレスによって精神的に崩れる学生も当然

現れる。現在名大には留学生相談室があり，アメリカの

大学でカウンセリング心理学を学んだ専門家が当たって

いるが，この方面の充実も忘れてはならない問題である。

事件が起きてからでは遅いのである。

　最後に，留学とは本来相互交流であるべきだという立

場で意見を述べたい。上述のように各国の競争のもとで

国際化と国際貢献を考えるとき，我が国の国際競争力を

強化するという点も当然視野にいれなければならない。古

くは遣唐使によって中国から文字と政治体制を学び，明

治時代以降は西洋から近代科学を学んで，現在の日本の

繁栄を築いてきたのである。そこには果敢に未知の世界

に出かけて行った日本からの若い留学生の姿がある。最

近各国の若者の意識調査が行われた結果が報道されてい

たが，日本の若者は出世より平穏無事で楽な生活を望む

傾向が極めて強いようである。多くの日本人学生が夢と

希望をもって海外へ留学し，使命感をもった国際人とし

て活躍する志を持つように，日本の教育の在り方と留学施

策をもう一度検討し，整備しようではありませんか。


